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画像サイズ指定機能について



それぞれの枠で最適化ができるようになるため画像広告全体のCTR向上が⾒込める

これまで 現在

⼊稿画⾯ 配信先（例） ⼊稿画⾯ 配信先（例）

枠のサイズを問わず⼊稿した画像が表⽰されていた
⼩サイズの画像を⼊稿した場合、

枠のサイズごとに画像の出し分けが可能に

⼤きい枠
画像を表⽰

⼩さい枠に
配信された際の
視認性が

担保しづらく、
画像選びが
難しかった

画像サイズ指定機能 とは
⼤きいサイズの広告枠と⼩さいサイズの広告枠で画像の出し分けが可能に

広告フォーマット「画像（⼩）」との違い
広告フォーマット「画像（⼩）」は⼩さい枠にのみ配信できる広告フォーマットですが、画像サイズ指定機能は広告フォーマット「画像」に付属する
機能であり、配信可能枠は画像と同様のまま、⼤きい枠・⼩さい枠に出したい画像をそれぞれ指定して配信することができます。

※UIは本資料リリース時のUIです。

LINE NEWS⾯ トークリスト⾯ LINE NEWS⾯ トークリスト⾯

⼩さい枠
⼩サイズの画像

を表⽰



画像サイズ指定機能で効果を発揮するために重要なポイント
それぞれの枠の視認性を意識した画像を⼊稿することが⾮常に重要

画像・⼩サイズの画像で意識すべきこと

画像
⼤きい枠に表⽰される

⼩サイズの画像
⼩さい枠へ配信される

特徴

視認性がある程度担保されているため
ある程度訴求を盛り込むことが可能

※詳細はp8以降の“画像サイズ指定機能における画像・⼩サイズの画像の制作ポイント”を参照ください。

特徴

視認性があまり⾼くないため
訴求を絞って端的に表現することが重要

画像やテキスト

・画像内に商材や訴求を複数⼊れ込むと◎
・テキストでも訴求を複数⼊れ込むことが可能

画像やテキスト

・ひとつのものをなるべく⼤きく表⽰すると◎
・テキストでは訴求をひとつに絞り端的に表現する



画像サイズ指定機能導⼊による効果改善事例
本機能を導⼊した広告のほうがCTR・CVRともに⾼い傾向がみられた

本機能を導⼊した広告と未導⼊の広告のパフォーマンスを⽐較

画像サイズ指定機能の導⼊・未導⼊による広告パフォーマンスを⽐較したところ、導⼊広告のほうがCTR・CVRともに⾼くなりました。
広告の出し分けができるようになったことで視認性が向上しただけではなく、訴求を伝えやすくなりCVR向上にも寄与したと考えられます。

CTR

広告の⽐較条件

• 広告フォーマット「画像」で
本機能を導⼊している広告と
未導⼊の広告を⽐較

• 導⼊広告（画像）と未導⼊広
告は同じ画像を使⽤

• タイトルも同じものを使⽤
• 導⼊広告と未導⼊広告を同時

期に並⾛配信

期間 ︓2022/7/1-2022/7/31

導⼊広告のほうが

3.7倍 ⾼かった

CTR

未導⼊広告 導⼊広告

CVR

未導⼊広告 導⼊広告

category︓⾃動⾞
B案件

未導⼊広告 導⼊広告

CVR

未導⼊広告 導⼊広告

配信期間 ︓2022/7/15-2022/7/31

category︓コスメ
A案件

導⼊広告のほうが

2.8倍 ⾼かった
導⼊広告のほうが

1.7倍 ⾼かった
導⼊広告のほうが

1.3倍 ⾼かった



画像サイズ指定機能に関する注意事項
クリエイティブにフォーカスした配信設計をしている場合は注意が必要

画像サイズ指定機能の導⼊によって⼩さい枠への配信が増えるわけではない

画像（⼩）の配信に注⼒している場合 クリエイティブ検証に⼒を⼊れている場合

・画像（⼩）の広告グループのみを配信している
・画像（⼩）と画像を別々の広告グループで配信している

クリエイティブ検証のために広告グループを分けて作成している場合、
引き続き広告グループを分けて⾏うことを推奨します。

本機能を導⼊した広告も枠（サイズ）ごとの実績を確認できますが、
広告の最適化の状況によって枠ごとの配信割合が変わるため、
純粋なクリエイティブ⽐較が難しく、検証がしづらくなります。

画像サイズの指定機能は広告フォーマットで画像を選択した際に⼤きい枠と⼩さい枠で配信画像を出し分けできる機
能であり、⼩さい枠への配信ボリュームを担保する機能ではありません。

画像（⼩）の配信に注⼒している場合、
この機能を受けて画像（⼩）の広告グループを停⽌して
画像の広告グループに集約する必要はありません。

画像の広告グループがある場合は本機能の導⼊を推奨しますが、
画像（⼩）の広告グループは配信を継続いただいて問題ありません。

広告フォーマットごとに広告グループを分けて
クリエイティブの検証をしている



Q.

A.

よくあるご質問

画像サイズ指定機能を導⼊することで従来のオークションと挙動が変わることはありますか︖

オークションが発⽣した枠のサイズに合わせてオークションに参加するクリエイティブが変わりますが、それ以
外は変わりません。（⼤きい枠のオークションが発⽣した際は必ず「画像」がオークションに参加し、⼩さい枠
のオークションが発⽣した際は「⼩サイズの画像」がオークションに参加します。）

Q.

A.

画像サイズ指定機能を導⼊した場合、「画像」や「⼩サイズの画像」の配信実績が
お互いのオークションに影響される可能性はありますか︖
ありません。前述の通り、オークションが発⽣した枠のサイズに合わせて参加するクリエイティブが決まってい
るので、オークション参加時にそれぞれのクリエイティブの実績がオークションに影響することはありません。

Q.

A.

画像（⼩）のみを⼊稿した広告グループを配信している場合、静⽌画の広告グループに画像サイズ指定
機能を導⼊することで画像（⼩）の広告グループに何かしら影響が出る可能性はありますか︖

画像サイズ指定機能を導⼊する⾏為のみで、画像（⼩）の広告グループの配信に影響が出ることはありません。
画像サイズ指定機能を導⼊したことで静⽌画の広告グループの最適化が変化して⼩さい枠への配信が増えた場合は
画像（⼩）の広告グループへ影響が出る可能性があります。



画像サイズ指定機能における
画像・⼩サイズの画像の制作ポイント



画像サイズ指定機能を導⼊した際の画像の制作ポイント

画像 ⼩サイズの画像

・画像内に商材や訴求を複数⼊れ込む
・コピーを複数⼊れ込んで訴求する

・ひとつのものをなるべく⼤きく表⽰する
・コピーをひとつに絞り端的に訴求する

▼クリエイティブのサンプル 掲載イメージ︓LINE NEWS ▼クリエイティブのサンプル 掲載イメージ︓LINE NEWS

※UIは資料をリリースした2022年9⽉時点のUIです
※事例については、審査状況が変わっている可能性がございます。最新の審査基準をクリアしないものも含まれている可能性がございますので、ご了承くださいませ。



静⽌画
スクエア 1080×1080 画像（⼤）の事例

掲載イメージ︓LINE NEWS 掲載イメージ︓LINE NEWS 掲載イメージ︓LINE NEWS

⻑⽂×丁寧な⽂章 複数のカラーバリエーション 分割レイアウト

分割レイアウトで複数のバリエーションを⾒せること
で、どれか1つでも気になったユーザーからのクリック
をしてもらいやすくなります。

複数のカラーバリエーションを画像で⾒せることで、
どれか1つでも気になったユーザーからのクリックをし
てもらいやすくなります。

訴求内容を⻑⽂で詳しく説明することで、ユーザーが
商材理解をしやすくなります。また、丁寧な⽂章を⽤
いることで信頼感を醸成することができます。

要素をより多く盛り込んだ表現が効果が良い傾向にあります。

※LINE広告におけるクリエイティブ傾向を⼀般化した内容となります。※クリエイティブ傾向抽出の対象は今回LINE NEWS⾯のみとなります。
※UIは資料をリリースした2022年9⽉時点のUIです。※紹介している内容は配信効果および審査通過を保証する内容ではございませんのでご注意ください。
※事例については、審査状況が変わっている可能性がございます。最新の審査基準をクリアしないものも含まれている可能性がございますので、ご了承くださいませ。



静⽌画
スクエア 1080×1080 ⼩サイズの画像の事例

掲載イメージ︓LINE NEWS 掲載イメージ︓LINE NEWS 掲載イメージ︓LINE NEWS

イラスト×端的なコピー 商材のUGC画像 ⼤きめの⼈物画像

⼈物の顔が⼤きめに映る画像を⽤いることで、
LINE NEWS⾯では他の記事に馴染んで違和感なく画像
を⾒ることができます。

商材が⼤きく映るように撮影したUGC画像を⽤いる
ことで実際に商材を購⼊した時のイメージをしてもら
いやすくなります。

端的なコピーの訴求内容をイラストで補うことで
ユーザーに⾃分ごと化を促すことができます。

要素を絞った端的な表現が効果が良い傾向にあります。

※LINE広告におけるクリエイティブ傾向を⼀般化した内容となります。※クリエイティブ傾向抽出の対象は今回LINE NEWS⾯のみとなります。
※UIは資料をリリースした2022年9⽉時点のUIです。 ※紹介している内容は配信効果および審査通過を保証する内容ではございませんのでご注意ください。
※事例については、審査状況が変わっている可能性がございます。最新の審査基準をクリアしないものも含まれている可能性がございますので、ご了承くださいませ。


